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防災コミュニティ部会  食いしん防災隊が行く！（第１４回） 

 

  

防災隊のテーマソングは『どうしてお腹が減るのかな』なのですが、サビの部分「♪お腹と背中がくっつくぞ」

を歌うたびに、ぜひそうなりたいと願う今日このごろです。 

 さて、「湖東地区防災連絡会（仮称）」の設立に向けての準備会議が、７月６日に開かれました。まちづくり推進

員さんを始めとする各自治会の代表１９名にスタッフを合わせた計２７名が集まりました。１回目のテーマは、

「湖東地区における防災の現状とあるべき姿」 

 まず現状は、自治会によっていくらかの差はあるものの、全体的に不十分という 

結論になりました。今は活動できていても、高齢化が進んで人口が減っていくと不 

安である…… そうなっても災害に対応できる体制を作ることが必要になってくる。 

また備蓄品を増やすなど、事前の備えにも力を入れていかねばならない。そのた 

めに具体的にどうするか、が２回目（11月頃）への宿題となりました。 

 うーっ、こりゃ難題だ！ 良いアイデアを思いつくためには、美味しいものを 

いっぱい食べなきゃ……って、お腹と背中の距離が広がっていくはずだよ！（秋彦） 

 

まちカフェプロジェクト 

 

  

初めての試み 

『湖東地方の〝むかし〟を語る会』in小田苅家 

 

 ７月２０日、参加人数こそ１０名でしたが、『湖東 

地方の〝むかし〟を語る会』は、成功のうちに終わりま

した。 

今回は、午後１時半から４時過ぎまでの長丁場でし

たが、小田苅家の主（あるじ）のお世話によりお茶と 

手作りのお菓子もあって和やかな催しになりました。 

 参加者は湖東地区まちづくり協議会の『歴史文化 

プロジェクト』メンバーの他、日野地区、蒲生地区、八

日市地区からも参加いただいて、広がりのある懇談会

になりました。 

私からは、千数百年前に、この地にやってきた渡来人

の指導による『愛知井』の成立と、この地域が典型的な

扇状地で自然水が得にくい地形であることを話題に 

据えながら、その歴史と地形を読むという地学的学問

によって総合的にとらえることの大切さを強調した 

話題提供をしました。 

 そのことが参加者の共感を呼んで、満足していただ

ける会になったことが「振り返りアンケート」からも  

うかがえ、主催者としては「次に繋げよう！」と思える

催しになりました。（黄地） 

８月１日、湖東コミュニティセンター別館で「まち  

カフェ ちびっこ ゆうすずみ会」を開催しました。 

 会場では、おうちの方や友達と一緒に焼きそばや  

カレー、フランクフルトをおいしそうに食べたり、輪投げ

やヨーヨーすくいをしたりする子ども達の姿があり、 

総勢 140名のにぎやかなゆうすずみ会となりました。 

 ご支援いただいたボランティアの方々のおかげで、 

楽しい夏休みの一日となりました。 

ご協力ありがとうございました。（今吉） 

 

湖東歴史文化プロジェクト 

 

  

“ちびっこ ゆうすずみ会”を開催！ 

課題に取り組む参加者 

懇談会の様子 

 

～ まち協だより ～ 

ゆうすずみ会の様子 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q１ 提出時にあまり人目に付きたくないのですが、どのように受取対応していただけるのでしょうか？ 

A１ お気持ちは十分わかりますが、結婚希望の意思確認をするため、ご本人様が直接、市の職員に提出していただく必要が

ございます。原則、受付は平日の開庁時間中に市役所本館３階の企画課でさせていただいておりますが、事前にご連絡

いただければ、平日の夜間に受付させていただくことも可能です。 

 

Q２ 写真は上半身、全身どちらがよろしいですか？ 

A２ 上半身で顔がはっきり写っている写真がよろしいです。シートの写真添付欄は縦７．８㎝、横６㎝ですので、できる  

限り枠にちょうどの写真サイズがよろしいと考えます。 

 

Q３ 相手に対する希望等、内容を途中で書き換えることは可能ですか？ 

A３ 可能です。企画課に再度ご提出ください。 

 

Q４ 何歳ぐらいまで登録OKなのでしょうか？ 

A４ 年齢の制限はありません。 

 

Q５ 初めてのお相手とお出会いする際、第三者の方が付き添ってくださるのでしょうか？ 

A５ 結婚サポート連絡会の担当者が同席させていただきます。 

 

Q６ このマッチングで結婚まで行く場合、居住地の指定や限定等あるのでしょうか？ 

A６ 結婚希望者登録の際の条件として「東近江市に居住する意欲のある方」という条件がありますが、必ずしも結婚後、  

東近江市に居住することを強制するものではありません。 

 

上記以外のことにつきましても、不明な点がございましたらお気軽に東近江市役所企画部企画課までお問い合わせください。  

NTT 0748-24-5610  IP 電話  050-5801-5610 

ごみゼロ（５３０

ご み ゼ ロ

）大作戦に参加 
 

東近江市では、市民の皆さんの結婚を支援するため、結婚希望者の情報の登録を受け付けています。登録者は異性の  
プロフィールシートの閲覧、登録された異性との対面、市内の婚活イベントに関する情報提供を受けることができます。
登録には本人が企画課へ所定の書式を提出する必要があります。 
そこで、今回は、結婚希望者情報登録シートの 見本 と よくあるご質問 についてお答えします。 

 

～ 幸せへの第一歩 ～ 結婚希望者の登録を受け付けています♡ （第二回） 
 
 

＜結婚希望者情報登録シート Q and A＞ 

  

 

【登録できる方】 
 現在独身で、結婚後市内に定住
する意欲のある人 

 
 ※登録は無料ですが、出会いの

場のお茶代などは個人負担
になります。 

 

＜結婚希望者情報登録シート書き方＞ 

  

 



 

＜編集・発行＞ 湖東地区まちづくり協議会 東近江市池庄町495  湖東コミュニティセンター内 
IP : 050-5801-0950  NTT : 0749-45-0950  FAX : 0749-45-2049 

           ホームページ  http://www.sukisuki-koto.jp/  E ﾒｰﾙ  suki-koto@e-omi.ne.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

～ 湖東で初の「子ども食堂（こたかり食堂）」が実施されました ～ 

 激しい雷雨で心配された 7 月 12 日（水）、湖三小の子どもたちの集団下校の時刻が遅くなりましたが、予定どおり、   

第1回 こたかり食堂（子ども食堂）が実施されました。 

 参加者は大人を併せて十数名でしたが、折り紙、紙コップで遊ぼう、と続き、メインのうどん作りをしました。「練って、

踏んで、切って、湯がいて食べる。うどんってこんなに美味しいもんや～！」と思える体験ができました。 

 うどんのあとは「クミノ」の積み木遊びです。色々な組木を楽しんだ後、最後に「ハート型のドミノ倒し」でお開きと   

しました。手作りの「ものと時間」 

を共有した子どもと大人たちの笑顔 

溢れる豊かなひとときでした。 

                   次回は9月13日（水）午後4時 

から、「段ボールピザ窯でピザ作り」 

に挑戦の予定です。 

湖三小地域コーディネーター 

 黄地 伸 

 

 

 

 

 

 

～まちカフェ通信～ 
 

９月のまちカフェを下記のとおり開催します。  

みなさまのお越しをお待ちしています。 

★１回目・・・９月４日（月） １０時～１３時 

★内 容・・・【ハイゼックスでおにぎらず】 

★参加費・・・３００円（ドリンク付き） 

☆災害時に使用する炊飯袋を使って 

みんなでおにぎらずを作ろう！！ 

 

★２回目・・・９月２２日（金） １０時～１２時  

★内 容・・・【消しゴムはんこを作ろう】 

★参加費・・・２００円（ドリンク付き） 

☆誰でも簡単に作れる消しゴムハンコを 

一緒に作りましょう♪ 

 

☆場所 湖東コミュニティセンター別館 

※両日とも喫茶コーナーのみのご利用もお待ち 

しています。 

～ 宿題のあとにさわやかな汗を！ ～ 
7 月 31 日から、湖東コミュニティセンターで夏休み宿題応援教室が開かれました。１日目のお楽しみは、ニュー    

スポーツ体験。午前中にしっかり宿題を片付けた 32 名の小学生が、昼から汗を流しました。種目は子どもたちにも    

なじみがあるスマイルボーリングやスローイングビンゴの他に、アジャッタという北海道発祥のゲームに挑戦しました。 

右の写真がそれなのですが、普通に玉入れをやっているようにしか見えません 

ね。ところがこのアジャッタ、頭脳とワザと体力が必要とされるなかなかハード 

な競技なのです！ 

赤と青のチームに分かれ、100個の玉を入れるタイムを競うのですが、対戦 

チームを横目に見ながら投げているうちに、負けじ魂に火がついて無我夢中に。 

熱い戦いが繰り広げられました。優勝チームは２分ちょっとの好タイムを記録！ 

あなたもチャレンジしてみませんか？ おっと勉強の方も忘れずにね。 

２日 

４日 

５・19日 

５・26日 

７日 

11日 

14・28日 

26日 

27日 

（土） 

（月） 

（火） 

（火） 

（木） 

（月） 

（木） 

（火） 

（水） 

９:00～ 

19：30～ 

10：00～ 

19：30～ 

９:00～ 

13：30～ 

13：30～ 

13：30～ 

９:00～ 

ミラクルレディー教室 

三味線に挑戦 

フラダンス教室 

コーラス教室 

ミラクルレディー教室 

押し花アート教室 

書道教室 

パティシエに学ぶ本格ｽｲｰﾂ教室 

プラチナ教室 

       ９ 月 さざんか学習講座 

http://www.sukisuki-koto.jp/
mailto:suki-koto@e-omi.ne.jp
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